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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成25年1月17日(2013.1.17)

【公表番号】特表2012-509937(P2012-509937A)
【公表日】平成24年4月26日(2012.4.26)
【年通号数】公開・登録公報2012-017
【出願番号】特願2011-538644(P2011-538644)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｃ 235/40     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  65/337    (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   5/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 175/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ   3/18     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 233/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｃ 235/40    ＣＳＰ　
   Ｃ０８Ｇ  65/337   　　　　
   Ｃ０９Ｄ   5/00    　　　Ｚ
   Ｃ０９Ｄ 175/00    　　　　
   Ｃ０９Ｋ   3/18    １０２　
   Ｃ０７Ｃ 233/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成24年11月22日(2012.11.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１９２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１９２】
　３．前記化合物が下式により表され、
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下式により表される末端基と、
　（Ｒｆ－Ｑ）ａ－Ｘ－（Ａ－）ｂ

　下式により表される部分を含む多価単位と、を含む化合物であって、
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【化１】

　式中、
　各Ｒｆは独立して、
　ＲｆＡ－（Ｏ）ｒ－ＣＨＦ－（ＣＦ２）ｎ－、
　［ＲｆＢ－（Ｏ）ｔ－Ｃ（Ｌ）Ｈ－ＣＦ２－Ｏ］ｍ－Ｗ－、
　ＣＦ３ＣＦＨ－Ｏ－（ＣＦ２）ｐ－、
　ＣＦ３－（Ｏ－ＣＦ２）ｚ－、又は
　ＣＦ３－Ｏ－（ＣＦ２）３－Ｏ－ＣＦ２－であり、
　各Ｑは独立してアルキレン又はアリールアルキレンであり、ここで、アルキレン及びア
リールアルキレンは、独立してエーテル、アミン、エステル、アミド、カルバメート又は
ウレアである少なくとも１つの官能基により中断若しくは終端されてもよく、「ａ」が１
のときＱはまた結合、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－又は－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ”）－であってもよく、
　Ｘはアルキレン又はアルキレンポリマー主鎖であり、これらの各々は－Ｓ－又は－Ｏ－
により中断されてもよく、ここで、前記アルキレンポリマー主鎖は、－Ｓｉ（Ｇ）３、ア
ンモニウム基、ポリアルキレンオキシ部分、カルボキシレート、スルホネート、スルフェ
ート、ホスフェート又はホスホネートで置換されてもよい少なくとも１つのアルキルエス
テル基で置換されてもよく、各Ｇは独立してヒドロキシル、アルコキシ、アシルオキシ、
アリールオキシ、ハロゲン、アルキル又はフェニルであり、少なくとも１つのＧはアルコ
キシ、アシルオキシ、アリールオキシ又はハロゲンであり、
　各Ａは独立して－Ｏ－、－Ｎ（Ｒ１）－、－Ｓ－又は－Ｃ（Ｏ）Ｏ－であり、
　Ｒ”及びＲ１は、それぞれ独立して、水素、又は最大４個の炭素原子を有するアルキル
基であり、
　ａは１～１０の数であり、
　ｂは１～５の数であり、
　ｃは１～２０の数であり、
　ＲｆＡ及びＲｆＢは、独立して、１～６個の炭素原子を有し、少なくとも１つの酸素原
子によって中断されてもよい、部分又は全フッ素化アルキル基を表し、
　ＬはＦ又はＣＦ３であり、
　Ｗはアルキレン又はアリーレンであり、
　ｒは０又は１であり、ここで、ｒが０のとき、ＲｆＡは少なくとも１つの酸素原子で中
断され、
　ｔは０又は１であり、
　ｍは１、２、又は３であり、
　ｎは０又は１であり、
　各ｐは独立して１～６の数であり、
　ｚは２～７の数であり、
　Ｒはアルキレン、アリーレン又はアリールアルキレンであり、これらの各々は少なくと
も１つのビウレット、アロファネート、ウレトジオン又はイソシアヌレート結合により中
断されてもよい、化合物。
【請求項２】
　前記化合物が下式により表され、
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【化２】

　式中、
　各ａ’は独立して０、１又は２であり、
　ｅは０～２０の数であり、
　Ｘ１は、アルキレン、ポリアルキレンオキシ、フルオロアルキレン又はポリフルオロア
ルキレンオキシであり、ここで、アルキレンは、－Ｏ－、ポリジアルキルシロキサン、ポ
リジアリールシロキサン又はポリアルキルアリールシロキサンのうちの少なくとも１つに
より中断されてもよく、－Ｓｉ（Ｇ）３、アンモニウム基、ポリアルキレンオキシ部分、
カルボキシレート、スルホネート、スルフェート、ホスフェート又はホスホネートで置換
されてもよく、
　各Ｅは、独立して、下式により表される末端基であり、
　（Ｒｆ－Ｑ）ａ－Ｘ－Ａ－、
　アルキル－Ａ－、
　Ｒｆ３－Ｑ１－Ａ－、
　アルキル－Ｏ－［ＥＯ］ｆ－［Ｒ２Ｏ］ｇ－［ＥＯ］ｆ－、
　アルキル－Ｏ－［Ｒ２Ｏ］ｇ－［ＥＯ］ｆ－［Ｒ２Ｏ］ｇ－、
【化３】

　［（Ｇ）３Ｓｉ］ｄ－Ｘ’－Ａ－、
　（Ｄ）１～３－Ｒ３－Ａ－、又は
　（Ｍ）１～２－Ｒ４－Ａ－、式中、
　Ｒｆ３は、最大６個の炭素原子を有し、１つ又は２つの－Ｏ－基により中断されてもよ
いペルフルオロアルキルであり、
　Ｑ１はアルキレン又はアリールアルキレンであり、ここで、アルキレン及びアリールア
ルキレンは、独立してエーテル、アミン、エステル、アミド、スルホンアミド、カルバメ
ート又はウレアである少なくとも１つの官能基により中断若しくは終端されてもよく、
　ＥＯは、－ＣＨ２ＣＨ２Ｏ－を表し、
　各Ｒ２Ｏは独立して、－ＣＨ（ＣＨ３）ＣＨ２Ｏ－、
　－ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）Ｏ－、－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２Ｏ－、－ＣＨ（ＣＨ２ＣＨ３）Ｃ
Ｈ２Ｏ－、
　－ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ２ＣＨ３）Ｏ－、－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２Ｏ－、又は－ＣＨ２

Ｃ（ＣＨ３）２Ｏ－を表し、
　各ｆは、独立して１～１５０の数であり、
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　各ｇは、独立して０～５５の数であり、
　各Ｇは、独立して、ヒドロキシル、アルコキシ、アシルオキシ、アリールオキシ、ハロ
ゲン、アルキル又はフェニルであり、ここで、少なくとも１つのＧは、アルコキシ、アシ
ルオキシ、アリールオキシ又はハロゲンであり、
　各Ｄは、独立して、アクリレート、メタクリレート、エポキシド、グリシドキシ又はビ
ニルであり、
　Ｍは、アンモニウム基、カルボキシレート、スルホネート、スルフェート、ホスフェー
ト又はホスホネートであり、
　各Ｒ’は、独立して、水素、アルキル又はアリールであり、
　Ｒ３は、二価、三価又は四価のアルキレンであり、
　Ｒ４は、少なくとも１つのエーテル結合又はアミン結合により中断されてもよいアルキ
レンであり、
　Ｘ’は、アルキレン又はアルキレンポリマー主鎖であり、これらの各々は－Ｓ－又は－
Ｏ－により中断されてもよく、ここで、前記アルキレンポリマー主鎖は、アンモニウム基
、カルボキシレート、スルホネート、スルフェート、ホスフェート又はホスホネートで置
換されてもよい少なくとも１つのアルキルエステル基で置換されてもよく、
　ｄは１～５の数である、請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　多官能性イソシアネート化合物と下式により表されるフッ素化化合物とを含む成分の反
応生成物を含む化合物であって、
　（Ｒｆ－Ｑ）ａ－Ｘ－（Ｚ）ｂ

　式中、
　各Ｒｆは独立して、
　ＲｆＡ－（Ｏ）ｒ－ＣＨＦ－（ＣＦ２）ｎ－、
　［ＲｆＢ－（Ｏ）ｔ－Ｃ（Ｌ）Ｈ－ＣＦ２－Ｏ］ｍ－Ｗ－、
　ＣＦ３ＣＦＨ－Ｏ－（ＣＦ２）ｐ－、
　ＣＦ３－（Ｏ－ＣＦ２）ｚ－、又は
　ＣＦ３Ｏ－（ＣＦ２）３－Ｏ－ＣＦ２－であり、
　各Ｑは、独立して、アルキレン又はアリールアルキレンであり、ここで、アルキレン及
びアリールアルキレンは、独立してエーテル、アミン、エステル、アミド、カルバメート
又はウレアである少なくとも１つの官能基により中断若しくは終端されてもよく、「ａ」
が１のときＱはまた結合、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－又は－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ”）－であってもよく
、Ｒ”は水素、又は最大４個の炭素原子を有するアルキルであり、
　Ｘはアルキレン又はアルキレンポリマー主鎖であり、これらの各々は－Ｓ－又は－Ｏ－
により中断されてもよく、ここで、前記アルキレンポリマー主鎖は、－Ｓｉ（Ｇ）３、ア
ンモニウム基、ポリアルキレンオキシ部分、カルボキシレート、スルホネート、スルフェ
ート、ホスフェート又はホスホネートで置換されてもよい少なくとも１つのアルキルエス
テル基で置換されてもよく、各Ｇは独立してヒドロキシル、アルコキシ、アシルオキシ、
アリールオキシ、ハロゲン、アルキル又はフェニルであり、少なくとも１つのＧはアルコ
キシ、アシルオキシ、アリールオキシ又はハロゲンであり、
　各Ｚは、独立して、ヒドロキシル、アミノ、メルカプタン、イソシアネート、エポキシ
又はカルボン酸であり、
　ａは１～１０の数であり、
　ｂは１～５の数であり、
　ＲｆＡ及びＲｆＢは、独立して、１～６個の炭素原子を有し、少なくとも１つの酸素原
子によって中断されてもよい、部分又は全フッ素化アルキル基を表し、
　ＬはＦ又はＣＦ３であり、
　Ｗはアルキレン又はアリーレンであり、
　ｒは０又は１であり、ここで、ｒが０のとき、ＲｆＡは少なくとも１つの酸素原子で中
断され、
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　ｔは０又は１であり、
　ｍは１、２、又は３であり、
　ｎは０又は１であり；
　各ｐは、独立して１～６の数であり、
　ｚは２～７の数である、化合物。
【請求項４】
　各Ｒｆが独立して、
　ＲｆＡ－（Ｏ）ｒ－ＣＨＦ－（ＣＦ２）ｎ－、
　［ＲｆＢ－（Ｏ）ｔ－Ｃ（Ｌ）Ｈ－ＣＦ２－Ｏ］ｍ－Ｗ－、又は
　ＣＦ３ＣＦＨ－Ｏ－（ＣＦ２）ｐ－である、
　請求項１～３のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項５】
　ｔ及びｒはそれぞれ１であり、ＲｆＡ及びＲｆＢは独立して、
　炭素原子１～３個を有する全フッ素化アルキル基、及び
　下式により表される全フッ素化基からなる群から選択され、
　Ｒｆ

１－［ＯＲｆ
２］ｘ－

　式中、
　Ｒｆ

１は、１～３個の炭素原子を有するペルフルオロ化アルキル基であり、
　各Ｒｆ

２は独立して、１～３個の炭素原子を有するペルフルオロ化アルキレンであり、
　ｘは１～４の値を有する整数である、又は
　ｔ及びｒは各々０であり、ＲｆＡ及びＲｆＢは独立して、下式により表される全フッ素
化基であり、
　Ｒｆ

４－［ＯＲｆ
５］ｙ－Ｏ－ＣＦ２－

　式中、
　Ｒｆ

４は、１～３個の炭素原子を有するペルフルオロ化アルキル基であり、
　各Ｒｆ

５は独立して、１～３個の炭素原子を有するペルフルオロ化アルキレンであり、
　ｙは０～４の値を有する整数である、請求項１～４のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項６】
　Ｒｆが、
　ＣＦ３－Ｏ－ＣＦ２ＣＦ２－ＣＦ２－Ｏ－ＣＨＦ－、ＣＦ３－Ｏ－ＣＦ２－ＣＦ２－Ｃ
Ｆ２－Ｏ－ＣＦ２－ＣＨＦ－、
　ＣＦ３－Ｏ－ＣＦ２－ＣＦ２－ＣＦ２－Ｏ－ＣＨＦ－ＣＦ２－又はＣＦ３－Ｏ－ＣＦ２

－ＣＦ２－ＣＦ２－Ｏ－ＣＦ２－ＣＨＦ－ＣＦ２－である、請求項１～５のいずれか一項
に記載の化合物。
【請求項７】
　Ｘがアルキレンポリマー主鎖であり、
　（Ｒｆ－Ｑ）ａ－Ｘ－が下式により表され、
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【化４】

　式中、
　各Ｑ２は、独立して、－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ”）－アルキレン、アルキレン、－Ｃ（Ｏ）
－Ｎ（Ｒ”）－アリールアルキレン又はアリールアルキレンであり、これらの各々は少な
くとも１つのエーテル結合により中断されてもよく、ここで、Ｒ”は、水素、又は最大４
個の炭素原子を有するアルキルであり、
　Ｒ６は、アルキレン、アリーレン又はアリールアルキレンであり、これらの各々は、二
価又は三価であり、少なくとも１つのエーテル結合により中断されてもよく、
　各Ｒ７は、独立して、水素又はメチルである、請求項１～６のいずれか一項に記載の化
合物。
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